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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公開番号】特開2017-141987(P2017-141987A)
【公開日】平成29年8月17日(2017.8.17)
【年通号数】公開・登録公報2017-031
【出願番号】特願2016-22037(P2016-22037)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３２１Ｌ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３０４Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月21日(2018.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、熱源側熱交換器、膨張弁および利用側熱交換器が配管にて接続されて冷媒を循
環させる冷媒回路と、
　前記冷媒回路における各前記熱交換器の間の冷媒の一部を前記圧縮機の入口側にバイパ
スさせる冷却用分岐配管と、
　前記冷却用分岐配管に介在されており前記圧縮機の運転を制御する電気回路に設けられ
たパワー素子を前記冷媒の一部により冷却する冷却器と、
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも上流側にのみ設けられた開閉弁である絞り弁と
、
　前記パワー素子の温度を検出する素子温度検出器と、
　前記素子温度検出器の検出温度に基づき前記絞り弁を開制御または閉制御する制御部と
、
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも下流側に設けられた固定絞り部と、
　を備えることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　圧縮機、熱源側熱交換器、膨張弁および利用側熱交換器が配管にて接続されて冷媒を循
環させる冷媒回路と、
　前記冷媒回路における各前記熱交換器の間の冷媒の一部を前記圧縮機の入口側にバイパ
スさせる冷却用分岐配管と、
　前記冷却用分岐配管に介在されており前記圧縮機の運転を制御する電気回路に設けられ
たパワー素子を前記冷媒の一部により冷却する冷却器と、
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも上流側にのみ設けられた膨張弁である絞り弁と
、
　前記パワー素子の温度を検出する素子温度検出器と、
　前記素子温度検出器の検出温度に基づき前記絞り弁を開制御または閉制御する制御部と
、
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも下流側に設けられた固定絞り部と、
　を備えることを特徴とする冷凍サイクル装置。
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【請求項３】
　前記熱源側熱交換器が熱交換する周囲の空気温度を検出する空気温度検出器をさらに備
え、
　前記制御部は、前記素子温度検出器の検出温度または前記空気温度検出器の検出温度に
基づき前記絞り弁を開制御する一方、前記素子温度検出器の検出温度および前記空気温度
検出器の検出温度に基づき前記絞り弁を閉制御することを特徴とする請求項１または２に
記載の冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも上流側に前記絞り弁と並列して設けられた固定
絞り部を備えることを特徴とする請求項１に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項５】
　前記冷却用分岐配管の前記冷却器よりも上流側であって前記絞り弁よりも下流側に固定
絞り部を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置
。
【請求項６】
　前記冷媒回路における各前記熱交換器との間の前記冷媒の一部を前記圧縮機の入口側に
バイパスさせる過冷却用分岐配管と、前記過冷却用分岐配管に設けられて前記冷媒の一部
を膨張させる過冷却用膨張弁と、前記過冷却用分岐配管の前記過冷却用膨張弁の下流側に
設けられて前記過冷却用膨張弁を経た前記冷媒と前記冷媒回路の前記冷媒とを熱交換させ
る過冷却熱交換器と、を含む過冷却回路を含み、
　前記冷却用分岐配管は、前記過冷却回路よりも前記利用側熱交換器寄りにて前記冷媒の
一部を導入する位置に設けられることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の
冷凍サイクル装置。
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